
今年度の取組報告

資料３

＜内容＞

• 令和5年度のスケジュール

• 事業に関する住民説明会の開催



2１.　スケジュール（令和５年度）

令和５年度 12月 1月 2月 3月

事業に関する住民説明

住民ニーズの把握　（アンケート調査）

予約型乗合タクシーの検討・調整

車両の検討

配車システム環境の仮構築

買い物支援に関する運用検討

報告書作成

全体会議 ●
12/14

　　　　　　　　　●
　　　　2/13

（脱炭素交付金の申請準備）

（関金支所への商店施設の整備）
★

3/31オープン

（R6年度共創モデル実証PJ応募準備） 　★
2月下旬提出予定

調査票の配布・回収

入力・集計

次年度以降に提出予定



3２.　事業に関する住民説明会の開催

開催目的と内容

本共創プロジェクトに関する住民説明
アンケート調査の周知と協力依頼
実際に予約型乗合タクシーとして導入予定の車両（アウトランダー）を見て、意
見をいただいた。

開催状況・対象者と
参加者数

12月7日（木）19：00～：地域福祉勉強会　約50人
1月12日（金）19：00～：自治公民館の新役員14人
1月13日（土）13：00～：自治公民館の新役員　６人
1月13日（土）19：00～：自治公民館の新役員　8人
1月14日（日）10：00～：自治公民館の新役員　8人
2月4日（日）  ９：30～：自治公民館部長会　延べ116人

※希望に応じて自治会単位での説明会を呼びかけ、一部希望有（日程調整中）

＜開催概要＞



4２.　事業に関する住民説明会の開催

乗合タクシー
について

地域外から来る人（観光客や友達など）が利用しやすいように周知と仕組みづ
くりをお願いしたい。
長期休暇中（部活動）や短縮授業時の学生利用に対しても対応をしっかり考え
てほしい。
倉吉市内にでる場合には路線バスの運賃もかかるため、乗合タクシーの運賃
が高いと利用しづらいと思う。
予約の締め切り時間は、2時間前ではなく1時間前に設定してほしい。
携帯電話を持っていなくても利用ができるような仕組みが必要ではないか。
色々な支払い方法（回数券やICカード）を検討してほしい。

運行車両について

手押し車を使用する高齢者が多く、座席以上にスペースを使うことを想定し
た対応を検討してほしい。
ハイエース2台よりも、タイプの違う車が2台あった方が応用が利いて良い。
定員の７名乗車は難しいが、後部座席は荷物置きとして使用するかたちで問
題なさそう。（アウトランダー）
スライドドアではないのが少し気になる。車高が少し高いが、椅子に腰をかけ
るように乗り込めば高齢者でも乗りやすいかもしれない。（アウトランダー）
PHEVは給電ができるので災害時に役に立つ。（アウトランダー）

路線バスについて 将来的に路線バス減便の可能性があるのであれば、住民に説明しておいてほ
しい。

エネルギーについて 関金地区の送電線がぜい弱で電気の売電に抑制がかかっているため、対策が
必要ではないか。

買い物支援について 通販のように注文できるようになれば、乗合タクシーより買い物支援の方が
ありがたい。（米富地区）

＜説明会ででた主な意見＞


